キッと 空 を 見上げた が、 頭上に は 裸体の 大^ 孫樹 が、 

枝 を 参 差と 差し出し ていた。 

「おお 太夫さん 下りて おいで。 お客様 方が お待ち かね 

だ」 

こう 云 つ て 招く ような 手附 をした。 

と、 公孫 樹の 頂上から、 何やら ス ー ッと 下りて 来た。 

それ は 小さな 鳥籠であった。 誰が 鳥籠 を 下ろし たんだ 

ろう？ それで は 高い 公孫 樹の 梢に、 鬼 小僧の 仲間で 

まこと 

もい るの だろう か？ それに 洵に 不思議な の は 鳥籠 

を 支えて いる 緦 がない。 鳥籠 は宙 にう いていた。 これ 

に は 見物 も 吃驚した。 ヮ— ッと 拍手喝采が 起こった。 
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鬼 小僧 は ギヨ ッと 驚いて、 声の した 方へ 眼 を やった。 

かくはつ はく ぜんちょ うしん そうく 

鶴 髪白髯 長身 痩軀、 眼に 不思議な 光 を 宿し、 唇に 苦笑 

を 漂わせた、 神々 しく も あれば 凄く も ある、 一 人の 老 

人が 立って いた。 地に 突いた は 自然 木の 杖、 その上へ 

両手 を 重ねて 載せ、 その 甲の 上へ 頤を もたせ、 及び腰 

をした 様子に は、 一種の 気高 さと 鬼気と があった。 

「小僧」 と 老人 は 教える ように 云った。 

け いがく 

「手品な どと は 勿体無い。 それ は 『形 学』 というべき 

もの だ。 どこで 学んだ か 知らないが、 ある 程度まで は 

達して いる。 しかし まだまだ 至 境に は 遠い。 それに 大 



しま おじい 

「ズ バリと 見抜いて 了ゃァ がった。 全体 どういう 爺 

だろう？ 謎の ような 事 を 云ゃァ がった。 俺の 住居 は 

雲 州の 庭 だ。 からきし これ じゃァ 見当が つかねえ。 雲 

州の 庭？ 雲 州の 庭？ どうも 見当が つかねえ な あ。 

…… J 

ぼんやり 

「どうしたの だよ、 え、 鬼 公！ 変に 茫然して いる じ や 

ァ ないか」 

- つし ろ 

背後 で 優しく 呼ぶ 声が した。 

「さあ 一 緒に 帰ろう よ」 

「うん、 ぉ杉坊 か、 さあ 帰ろう」 

こうは 云った が 鬼 小僧 は、 身動き 一 つし なかった。 



「いやに 寂しい 様子 だな ァ」 

ふと 鬼 小僧 はこう 思った が、 もう その 次の 瞬間に は、 

自分の 問題へ 立ち返つ ていた。 

日が 暮れて 月が 出た。 寒月 蒼い 境内に は、 黙然と 考 

えてい る 鬼 小僧 以外、 人の 姿 は 見られなかった。 

と、 鬼 小僧 は 突然 云った。 

わか べらぼう 

「解った！ 篦棒！ 何の こと だ！」 
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「解った！ 篦棒！ 何の こと だ！」 



大変 惜しんで 下された の だ。 俺 は 本年 百 十 歳 だ」 

「それじゃ ァ 本当に ご 老人に は、 平賀 先生で ございま 

すか？」 

「紙 鳶堂平 賀源内 だ」 

「へえ」 とば かりに 鬼 小僧 は 床へ 額 をす り 付けて し 

まった。 

4 

その 翌日から 浅 草 は、 二つの 名物 を 失った。 一つ は 

お 杉、 一 つ は 鬼 小僧 ：•：• どこへ 行った とも 解ら なかつ 



き 付ける に 足りた。 

ァ J の 恋 成就し な い はずがない。 

しかし 初恋と いう もの は、 漸進的の ものである。 心 

とき い 

の 中で は 燃えて いても、 形へ 現わす に は 時間が 必要る。 

そうして 多く は その 間に、 邪魔が 入る ものである。 そ 

うして 消えて しまう ものである。 しかし 往々 邪魔が 入 

り、 しかも 恋心が 消えない 時には、 一生 を 棒に振る よ 

うな、 悲劇の 主人公と なる ものである。 

ある 日 主計と 奥方と は、 ひそひそ 部屋で 囁いて いた。 



「貴 郎、 ) J 注意 遊ば さ ねば …… 」 

こう 云った の は 奥方で あ つ た。 

「うむ、 お 杉と 三之丞 か」 

主計 は むずかしい 顔 をした が、 

「何とかせ ずば なるまい な」 

「どうぞ 貴郎 から 三之丞 へ。 …… 妾 からお 杉へ 申し 

ましょう」 

「うむ、 そうだな、 そうしょう」 

翌日 三 之丞が 遊びに 来た。 

「三 之丞 殿、 ちょ つと こちら へ 」 



「ひ —— ッ」 と 女の 悲声 がした。 もう その 時 は 斬られ 

ていた。 男女の 死骸 は 打ち 重なり、 その 手 は宙で 泳い 

でいた。 と、 女の 左手と 男の 右手と が搦み 合った。 月 

が 上から 照らして いた。 血が 泥濘へ 銀色に 流れ、 それ 

が ピカピ 力 目に 光った。 

茫然と 侍 は 佇んだ。 二つの 死骸 を 見下ろした。 女の 

衣装で 刀 を 拭い、 ゆるく サ ラサ ラと 鞘へ 納めた。 

「！ ^い 気持 だ」 と 眩いた。 

「お 杉 様！」 と 咽ぶ ように 云った。 

それから 後へ引つ 返した。 
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めおと 

江戸へ 「夫婦 斬り」 の 始まった の は、 実に その 夜が 

最初であった。 あえて 夫婦と は 限らない。 男女 二人で 

連れ立って、 夜更けた 町 を 通って 行く と、 深 編 笠の 侍 

が 出て、 斬って 捨る という ことであった。 江戸の 人心 

は恂々 とした。 夜間の 通行が 途絶え 勝ちに なった。 

さて 一方お 杉の 身の上に は、 来べき ことが 来る こと 

いえな リ つぼね い 

になった。 将軍家 斉の 眼に 止まり、 局へ 納れ られる 

ことにな つた。 秋 海棠が 後苑に 咲き、 松虫が 籠の 中で 



歌う 季節、 七夕 月の ある 日の こと、 葵紋 付の 女 駕籠で、 

お 杉 は 千代 田 城へ 迎えられた。 お 杉の 局と 命名され、 

寵を 一身に 集める ことにな つた。 もうこう なって は 仕 

方がなかった。 下様の 眼から 見る 時 は、 将軍と いえば 

神様であった。 神様の 覚し 召しと あるから は、 厭も応 

も 無い はずであった。 

で、 お 杉 は 奉仕した。 しかし 心で は 初恋の 人 を、 前 

に も 増し て 恋 い 慕った。 逢う y J とも 話す y J とも 出来な 

まこと 

いと 思えば、 その 恋し さは 増す ばかりであった。 洵 

に 彼女の 境遇 は、 女と して は 栄華の 絶頂、 夢の ようで 

も あれば 極楽の ようで もあった。 もし 彼女に 三 之丞と 
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浅 草の 夜 は 更けて いた。 馬 道 二 丁目の 辻から 出て、 

吾妻橋の 方へ 行く 者が あった。 子供 かと 思えば 大人に 

見え、 大人 かと 思えば 子供に 見える、 変に 気味の 悪い 

人間であった。 

と 一 人の 侍が、 吾妻橋の 方から やって来た。 深 編 笠 

を 冠って いた。 憂い ありそうに 俯向いて いた。 まさに 

二人 は 擦れ違お うとした。 

「待て」 と 诗 は 声を掛けた。 
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しらは 

深 編 笠の 侍 は、 白刃 を ダラ リと 下げた まま、 茫然と 

往来へ 立って いた。 

「ここ だ ここ だ！」 と 呼ぶ 声が した。 一軒の 家の 屋根 

の 上に、 鬼 小僧 は 立って 笑って いた。 

「やい やい 侍 吃驚した か。 だが 驚く にや ァ あたらね え。 

飛燕の 術と いう やつ さ。 日本の 武道で 云う 時 はな。 … 

けいがく 

…形 学で 云う と 少し 違う。 物理の 法則に ちゃんと ある 

んだ。 教えて やろう 『槓桿 の 原理』 そいつ を 応用した 



が 最後、 手前の 鼻 はもげ つち まう ぜ。 気息 を 抑える 発 

臭 剤！ 可哀 そうだな あ、 死れ 死れ！」 

くぐ 

だが 侍 は 死らなかった。 煙り を 潜って 走って 来た。 

「わ ッ、 ^ 可ね え、 追って 来 やが つた！」 

吾妻橋の 方へ 逃げ かけた 時、 天運 尽きた か 鬼 小僧 は、 

つまず 

石に 躓いて 転がった。 得たり と 追い付いた 侍 は、 拝 

み 討ちの 大上段、 

「小僧、 今度 は遁 さぬ ぞ！」 

切り下ろ そうとした 途端、 にわかに 侍 はよ ろめいた。 

「お 杉 様！」 とうめ くように 云った。 

やにわに 飛び起きた 鬼 小僧、 侍の 様子 を 窺った が、 



「お前さん 三之丞 つて 云う のかい。 .：：• そうして どこ 

のお 杉さん だね？」 

鬼 小僧 は 顔 を 突き出した。 
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つぼね 

いかにも この 時お 杉の 局 は、 柳 営 大奥 かつえ 蔵の 

中で、 まさに 生命 を 終ろうと していた。 

かつえ 蔵 は 柳 営の 極秘であった。 

そこ は 恐ろしい 地獄であった。 地獄 も 地獄 餓鬼 地獄 

であった。 



お 杉 は 脇息に もたれた まま、 さも 美しく 闇の 中で 死 

んだ。 

それ は 力石 三之丞 が、 鬼 小僧と 邂逅した 同じ 夜の、 

同じ 時刻の ことであった。 



o 

あずまば し 

一 方 吾妻橋 橋畔の、 三 之 丞と鬼 小僧と はどうし たろ 

う？ 

三 之丞は 地の 上へ 坐って いた。 

鬼 小僧 は 上から 視き 込んで いた。 



数日 経った ある 日の こと、 東海道の 松 並木 を、 スタ 

スタ 歩いて 行く 旅人が あった。 他で もない 鬼 小僧で、 

首の 包み を 持って いた。 

「葬り 損なって 持って来 たが、 生首の 土産と は 有難く 

ねえ。 そうそう この辺り で 葬って やろう。 うん、 ここ 

は興津 だな。 海が 見えて いい 景色 だ。 松の 根方へ 埋め 

て やろう。 …… おっと^-可 ねえ 人が 来た。 …… では も 

う 少し 先へ 行こう」 

で、 鬼 小僧 は 歩いて 行った。 

爾来 十数 年が 経過した。 
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